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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 30日 (2006.10.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】 　 水 素 タ ン ク へ の 水 素 急 速 充 填 方 法 で あ っ て 素 供 給 源 と 前 記 水 素 タ ン
ク と を 結 ぶ 流 路 上 に 備 え ら れ た 充 填 速 度 可 変 手 段 に よ り 前 記 水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 に 応 じ て
水 素 の 充 填 速 度 を 充 填 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 水 素 急 速 充 填 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ 】

　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 充 填 速 度 可 変 手 段 は 少 な く と も 弁 体 及 び 弁 座 を 有 す る と 共 に 、 前 記
水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 に 応 じ て 前 記 弁 体 及 び 前 記 弁 座 の 間 に 構 成 さ れ る 水 素 の 流 路 を 広 く す
る 流 路 拡 大 機 構 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 水 素 急 速 充 填
方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 課 題 に 鑑 み 本 発 明 者 ら は 鋭 意 研 究 を 行 い 、 水 素 タ ン ク 内 の 水 素 の 温 度 は 、 水 素 の 充
填 を 開 始 し た 極 初 期 に 最 高 値 に 達 し 、 そ の 後 は 横 這 い な い し 低 下 し て い く こ と 、 つ ま り 、
水 素 タ ン ク 内 の 水 素 の 温 度 （ 水 素 タ ン ク の 温 度 ） は 、 水 素 の 充 填 を 開 始 し た 極 初 期 に 決 定
さ れ る こ と な ど に 着 目 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。 即 ち 、 前 記 課 題 を 解 決 し た 請 求 項
１ に 記 載 の 発 明 は 、 水 素 タ ン ク へ の 水 素 急 速 充 填 方 法 で あ っ て 素 供 給 源 と 前 記 水 素 タ
ン ク と を 結 ぶ 流 路 上 に 備 え ら れ た 充 填 速 度 可 変 手 段 に よ り 前 記 水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 に 応 じ
て 水 素 の 充 填 速 度 を 充 填 工 程 を 有 す る 水 素 急 速 充 填 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

、 水

変 更 す る
　 前 記 水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 を 検 知 す る 圧 力 セ ン サ を 備 え 、

　 前 記 充 填 速 度 可 変 手 段 は 、 前 記 圧 力 セ ン サ に よ り 検 出 さ れ る 前 記 水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 が
予 め 設 定 さ れ る 所 定 圧 力 以 下 の 場 合 に 前 記 水 素 タ ン ク へ の 水 素 の 充 填 を 第 １ の 充 填 速 度 で
行 い 、 前 記 水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 が 前 記 所 定 圧 力 を 超 え る 場 合 に 前 記 水 素 タ ン ク へ の 水 素 の
充 填 を 第 １ の 充 填 速 度 よ り も 速 い 第 ２ の 充 填 速 度 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 水 素 急 速 充 填 方 法 。

ま た は 請 求 項 ２

、 水

変 更 す る



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 に お け る 「 充 填 速 度 を 」 と は 、 水 素 タ ン ク 内 の 昇 圧 速 度 を 早 く す
る こ と の 他 、 充 填 の 際 に 流 量 制 限 や 圧 力 制 限 を 行 っ て い た 場 合 は こ の 流 量 制 限 や 圧 力 制 限
を 解 除 す る こ と 、 な ど を 含 ん で 意 味 す る 。
　 な お 、 請 求 項 に お け る 「 水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 に 応 じ て 充 填 速 度 を 」 と は 、 充 填
速 度 を 圧 力 に 連 動 し て 連 続 的 に 早 く す る 場 合 の ほ か 、 所 定 圧 力 ま で は 充 填 速 度 を 遅 く し て
所 定 圧 力 を 超 え る と 充 填 速 度 を 早 く す る よ う な 場 合 も 含 ん で 意 味 す る 。

。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 充 填 速 度 可 変 手 段 は 少 な く と も 弁 体 及 び 弁 座 を 有
す る と 共 に 、 前 記 水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 に 応 じ て 前 記 弁 体 及 び 前 記 弁 座 の 間 に 構 成 さ れ る 水
素 の 流 路 を 広 く す る 流 路 拡 大 機 構 を 有 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ １ ０ ８ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 説 明 し た 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 水 素 タ ン ク 内 の 温 度 上 昇 を
抑 制 し て 水 素 を 急 速 充 填 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 水 素 タ ン ク な ど の 劣 化 防 止 、 及 び
充 填 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 充 填 初 期 に 水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 を 上 昇 す る の に 要
し た 時 間 （ 時 間 的 遅 れ ） を 、 水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 に 応 じ て 充 填 速 度 を 速 め る こ と で 該 時 間
的 遅 れ を 挽 回 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ の よ う に 、 途 中 か ら 充 填 速 度 を 速 め て も 、 タ ン ク
内 圧 が 高 ま っ て く る と 発 熱 が 小 さ い の で 、 水 素 が 温 度 上 昇 し な い で 水 素 タ ン ク 内 に 入 っ て
く る 。 し た が っ て 、 温 度 上 昇 が 抑 制 さ れ る （ 逆 に 水 素 タ ン ク 内 の 温 度 が 低 下 す る ） 。 し た
が っ て 、 水 素 の 急 速 充 填 を 行 う こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の う ち 請 求 項 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 簡 単 な 構 成 で 、 確 実 に 水 素 タ ン ク
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変 更 す る

変 更 す る

　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 を 検 知 す る 圧 力 セ ン サ を 備 え
、 前 記 充 填 速 度 可 変 手 段 は 、 前 記 圧 力 セ ン サ に よ り 検 出 さ れ る 前 記 水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 が
予 め 設 定 さ れ る 所 定 圧 力 以 下 の 場 合 に 前 記 水 素 タ ン ク へ の 水 素 の 充 填 を 第 １ の 充 填 速 度 で
行 い 、 前 記 水 素 タ ン ク 内 の 圧 力 が 前 記 所 定 圧 力 を 超 え る 場 合 に 前 記 水 素 タ ン ク へ の 水 素 の
充 填 を 第 １ の 充 填 速 度 よ り も 速 い 第 ２ の 充 填 速 度 で 行 う

３

３



の 内 圧 に 応 じ て 水 素 の 流 路 を 広 く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 温 度 上 昇 を 抑 制 し つ つ
急 速 充 填 を 行 う こ と が で き る
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